






























das Lager -　　　　　　　lever (ｏｕrompre )ｌｅcamp　撤營スル
die Brucken -　　　　　　rompre les pontes　　　　　　橋梁ヲ破壊スル
das Abbrechen einesLagers　　la levee d'un camp　　　　　撤營
ｍ kleinenAbteilungen 　　rompre　　　　　　　　　　　小部隊二分解スル
zu Vieren -　　　　　　　rompre par quatre　　　　　　四分スル




abkommandirt zum ……　　　detache a ･･････　　　　　　　･･････　附ヲ命セラル
ーｖｏｎ……　　　　　　　detache de ･･････　　　　　　･･････　ヨリ分遣セラル
abkommen
gut -　　　　　　　　　bien fairepartirle coup　　　精密二射撃スル

























Direktordes -ｅs　　　　　le directeurd'un arsenal　　　工廠堤理










gut -　　　　　　　　　　ajuster son coup　　　　　　精確二照準スル
das Zielen　　　　　　　　　la visee,le pointage　　　　　照準。戯定
Ziellinie　　　　　　　　　　la ligne de mire　　　　　　照準線。戯線







































































































































































































































語正書法規則と言語表」(Regeln fiir die deutsche Rechtschreibung nebst















てもまだabmarschiren, aggregiren,approchiren, markiren, marschiren…
などとしているが, spielenも見受けられる。しかし先に見た藤山・高田


















　　　5) Adalbert Falk. 1827-1900｡プロイセンの官僚で1872年から1879年まで文
　　　　化相(Kultusminister)であった。





































































































































































































































































　　16) Hand-Lexikon der deutschen Presseund des graphischenGewerbes. Eine En-
　　　　cyklopadie des Wissens und der Erfahrungen in der Praxis des Verlegers,
　　　　Redakteurs und Druckers. Hrsg. unter Mitwirkung bewahrter Fachmanner


























































　Shuppatsu,出發, Abmarsch, Aufbruch, Marschantrittｍ.
　Taikyaku,退却, Abzug, Riickzug, Riickmarsch, Abmarsch ｍ.
　Zenshin,前進, Vormarsch, Anmarsch ｍ，Vorgehen, Vorriickenｎ，Vor-
　　　　　　　　bewegung f
　閉進は見出しにない。
　（　）を用いての註釈の他に見出し語に関連して以下の表が載せてある。
　　関連見出し語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掲載頁
　　Fuss　　　　　　　各國呎表　　　　　　　　　　　　　　210～211
　　Intendant　　　　獨國經理官　　　　　　　　　　　　　276～277
　　Marineoffizier　　獨墺兩國海軍将校ノ階級　　　　　　　356～357
　　Maass　　　　　　メートル外度量衡表　　　　　　　　　362～364
　　　　　　　　　　　　　　　－36－
　　Meile　　　　　　各國哩表　　　　　　　　　　　　　　368～371
　　Offizier　　　　　獨墺兩國陸軍將校ノ階級　　　　　　　402～403
　　Rossarzt　　　　　普國及（巴威里國17））陸軍服醫ノ階級465
　　Unteroffizier　　　獨國陸軍下士ノ階級　　　　　　　　581
　また，表にはなっていないが，406～409頁にわたって「獨墺數國ノ勲
章左ノ如シ」として，普國，巴威里國，瓦敦堡國18)索遜國19)墺匈國20）
の勲章名が列挙されている（図9）。
　　　注
　　17）ババリヤ，即ちバイエルン王国。 1871年統一なったといっても，「第ニド
　　　　イツ帝国」は22の君主国と３つの自由市の25国から成る連邦国家であっ
　　　　た。各領邦は統一後も王国あるいは自由市として存立し続け，第一次世界
　　　　大戦後の1918年それぞれワイマル共和国の一州となった。
　　18）ヴュルテンブルク王国
　　19）ザクセン王国
　　20）オーストリア＝ハンガリーニ重帝国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
　奥付には以下のように記載されている（図10）。
明治四十二年十一月十九日印刷
明治四十二年十一月二十二日発行
　　　　　　　定償金貳圓五拾銭
　　　　　　　最新獨和兵語字典奥附
　　　　　　　不複飜
　　　　　　　許製刻
著　者　　兵　藤　三　郎
　　　　　　　　　　　　　　　　－37－
??
－38－
??
??
－39－
　　　東京市麹町區下二番町七十番地
発行者　　伊　藤　芳　松
　　　東京市赤坂區表町二丁目一番地
印刷者　　青　木　　弘
　　　東京市牛込區市ケ谷加賀町一丁目十二番地
印刷所　　株式會社　秀英舎第一工場
　　　東京市牛込區市ケ谷加賀町一丁目十二番域
　　　　　　発　行　所
　　　東京市赤坂區表町二丁目一番地
　　　　兵　事　雑　誌　社
　　　電語新橋四二〇二番　　電信略符「ヘイ」
印刷の日付は十一日，発行のそれは十五日と印刷されてあるのが，手書き
でそれぞれ十九，二十二と上書き訂正してある。その理由はわからない。
　奥付に定価の下に「最新獨和兵語字典奥附」と記してある。ここでも
「字典」と「辭典」の漢字の使い分けが当時は気にされなかった例が見ら
れる。（注3）参照）
　『兵事雑誌THE HEIZI ＺＡＳＳＨＩ』は国民挙げての軍国化に奉仕すべく，
兵事知識の普及を目的として，軍人だけでなく一般人向けとしても明治
29年６月から発行された雑誌で，その第一就巻頭の「言志」には本誌発
行の目的を「將校以外の將校を養成し，兵士以外の兵士を薫陶し以て海陸
軍隊の後見を爲らん」と謳っている。諸外国の兵法理論の紹介から陸軍士
官学校の入試問題に至るまであらゆる軍事に関する論文・記事を載せたが，
軍事に関する論文の執筆者の多くは匿名あるいはペンネームを使用してい
る。その第四号に掲載している「都新聞評」に「発行の即日既に五千部の
印刷総高を売切り直に再版を爲すに至れり」とあるのは，多少の誇張があ
　　　　　　　　　　　　　　　－40－
るとは思うが，雑誌はほぼ毎月２回発行され，国会図書館には大正２年
12月15日発行の第17巻第24号まで，途中欠号は多々あるが，収蔵され
ている。その第17巻第24号所載の「兵事雑誌社出版略目」には軍事関係
の書109点がリストされている。なお創刊号の奥付では，発行兼編輯人伊
藤芳松と発行所兵事雑誌社の住所は「東京市赤坂區丹後町二十六番地」と
なっていて，本辞書の奥付記載の住所と異なっている。また雑誌の印別人
は「東京市京橋區新肴町十四番域　高嶋幸次郎」となっていた。
　『兵事雑誌　第十三年第十九號』（明治42年10月５日発行）の折り込み
広告に『最新獨和兵語辭書』の予告が載っている（図11）。この広告によ
れば体裁は四六版四十八斷ち。用字獨文五號和文六號。表製本装本金文字
入。頁數約七百餘頁で，正價金二圓五十銭のところ來る廿日迄の豫約申込
者に對しては金二圓とし，期限後は正價に復す，としている。内容紹介文
は次の通りである。
　　夫れ字書は學海の津筏，闇夜の燈明なり兵學に志す老兵語字書を備
　へずんば大著名作に向ふも徒に隔靴掻痒の嘆をなすに終らんのみ，本
　社こ、に見る所あり斯學の瀾叢たる獨逸兵書の研究者に便せん爲め特
　に前陸軍編修兵藤氏に請ひて先年來本字書の発行を計畫せり著者は十
　有餘年間參謀本部に在りて洽く古今東西の兵書を渉獵し博大の知識と
　多年の経験とを以て豊富なる最新諸書を參考とし五年有餘の歳月を費
　し今や豫想以上の成績を以て本書の編纂を了せられたり之を在來の獨
　和兵語字書に比するに語數に於て實に十の六七を増加し其語數約二萬
　に近からんとす且つ所々に評註を施し數多の応用例を示し精密なる諸
　表を挿入し以て繙閲者の便に供せり故に一本を懐にして獨逸兵書に臨
　めば利刃を揮って乱麻を斷つが如く細大の疑開手に隨て解くべし。陸
　軍大將子爵寺内閣下陸軍中將東條閣下並に陸軍少將大島閣下は本書の
　大成を賞せられ特に題字及序文を寄與せられたるを見ても本書の凡な
　　　　　　　　　　　　　　　－41－
　らざるを知るに足らん，希くは進取に鋭意なる軍人諸彦速に購読の榮
　を賜はらんことを
　　（振り仮名は筆者）
　発売後の『兵事雑誌　第十四年第一號』（明治43年１月）には，次の広
告（図12）が掲載された。活字の組み方は変えているが，文面は上に紹
介した予約の文面と同文である。そうしてこの広告は，寺内の肩書きが子
爵から伯爵に変更されて，当分の間継続して掲載されている。
　辞書の発刊後３年を経た大正元年８月20日発行の『兵事雑誌』第16年
第16号の折込み頁に，著者を同じくする近刊の『最新和獨兵語辭典』の
豫約募集と並んで，『最新獨和兵語辭典』の増補第二版の広告が掲載され
た（図13）。第二版を紹介するその文面は「夫れ字書は學海の津筏，闇夜
の燈明なり」から「本書を懐にして獨書に臨めば利刃を揮つて乱麻を斷つ
が如く細大の疑問手に隨つて解くべし」までは上述の初版予約及び発売後
の広告の文面と殆ど同文で,それに続いて「宜なる哉本書の世に公表さる，
や忽ち篤學者界の大好評を博し第一版を賣り盡せしに付き今回更に大増補
を乞ひ第二版を出版するに至りしものなれば獨和兵語辭書にして本書の右
に出づるものなきは本社の信じて読者に推挙する處なり」と結んでいる。
そして中央に（追補内容見本）としてＢＡＬ－ＢＡＴの［4］頁が掲げられ，
それにはBallonausrｕstung気球装備　からＢ atteriestellung　砲兵陣地
までの30語が載っている（初版の本文ではＢａｌｌｏｎ気球からＢ atteriestand
　砲坐　までの見出し語は109ある）。しかしこの広告によると，「頁數六
百餘頁毎頁三十二行」は第一版と変わりなく（初版は予約広告では頁數約
七百餘頁，実物本文は644頁），本文に手を加えることなく，巻末に若干
頁を追加して新語を補足したものであろう。正價金二圓五十銭も変わって
いない。因みにこの広告は第16年第20号まで毎号載っている。
　　　　　　　　　　　　　　　－42－
　図12
－43－
　図13
－44－
あとがき
　本稿の作成に当たり，『獨佛和兵語字叢』を貸与してくださった横浜国
立大学名誉教授西堀　昭氏の他，滋賀大学教授藤田保幸氏と元成城学園高
等学校教諭工藤信彦氏に多大の教えと有益な助言を仰いだ。三氏のご好意
に対しここにあらためて深く感謝の意を表します。
　　　　　　　　　　　　　　－45－
